
定期受診以外の「通院等のための乗車又は降車の介助」の取り扱い 2021.4.19　宗像市介護保険課

スタート 【はい いいえ 】 ※このフローチャートでは、「通院等のための乗車又は降車の介助」については、「通院等乗降介助」と示しています

※１定期受診以外で「通院等乗降介助」の対象となる例（当市では以下を想定しています。基本的には定期的に必要かどうか、定期的に位置づけることができないものに関しては介護保険外の方法を検討すべきと考えます）

【利用可能なこと】　 ①役所での手続き　②選挙　③眼鏡・補聴器などの調整　④銀行での手続き　⑤主治医の指示による他科受診　⑥主治医の指示によるインフルエンザ等の予防接種　⑦主治医の指示による装具の調整など

※利用可能なことに含まれる目的地が複数あり、居宅が起点又は、終点となる（移送に関して複数回ある場合は、同一事業所が行うことが条件となる）

【利用できないこと】 ①散髪　②医師の指示がない整骨院・針灸・マッサージなど（医療保険とならないため受診に当たらない）　③冠婚葬祭　④お墓参り　⑤家族のお見舞い　

「通院等乗降介助」を位置づけた上で対象となります
◇担当者会議等で代替策（インフォーマルなサービスなど）が

ないか十分に検討してください

◇必要性や検討した内容は記録に残してください

◇利用目的を明確にし、プランに位置づけしてください

◇「必要時」の位置づけは適切とは言えませんので、頻度を

確認したうえで位置づけをしてください

◇一定期間の利用がない場合は必要性が低いと考え、プランの

位置づけを見直してください

「通院等乗降介助」の利用はできません
◇一時的で、日常的に必要性が低いものは、継続的かつ

計画的なサービスの利用ではありません

◇介護保険外の方法を検討してください

「通院等乗降介助」の利用はできません
◇代理による手続きや郵送等の方法を利用してください

◇介護保険外の方法を検討してください

適切なアセスメントを通じて、「通院等乗降介助」の位置づけがあり利用している
ア 通院等に必要であることその他車両への乗降が必要な理由

イ 利用者の心身の状況から乗降時の介助行為を要すると判断した旨

ウ 総合的な援助の一環として、解決すべき課題に応じた他の援助と均衡していること

※「通院等乗降介助」の算定には、これらを明確に記載をしておく必要があります
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「通院等乗降介助」の利用はできません
◇「通院等乗降介助」の必要性を担当者会議等で検討する必要があります

◇プランの変更には一連のケアマネジメントの手順が必要となります

◇日常的に必要でないものを「必要時」と位置付けておくことは適切とは言えません

◇継続して利用する必要性が生じた際は、プランへの位置づけを検討してください

「通院等乗降介助」を位置づけた上で

対象となります
◇実際に生じた症状の詳細や受診後の指示等を

確認し記録に残してください

◇プランに位置付けられた内容に当たるか確認

してください

◇必要性を判断し、利用票を修正してください

◇一定期間の利用がない場合は必要性が低いと考え、

プランの位置づけを見直してください

「通院等乗降介助」の利用はできません
◇今後、頻繁に起こりうる症状であることが想定される場合は、

プランへの位置づけを検討してください

◇プランの変更には担当者会議等の一連のケアマネジメントの

手順が必要となります

◇日常的に必要でないものを「必要時」と位置付けておくことは

適切ではありません

◇介護保険外の方法を検討してください

①基礎疾患が原因となって起こりうる症状があり、主治医からすぐ受診するように指示を受けている

◇定期受診時など指示を受けた時点で明確な内容をプランに記載しておく必要があります

◇受診と判断した経緯や生じた症状は記録に残してください

②電話等で主治医に相談し、すぐ受診するように指示を受けた

◇受けた指示の内容は記録に残してください

◇継続して必要となった場合や今後も起こりうることが想定される場合は、明確な内容をプランに

記載してください

③本人の心身の状況から頻繁に起こりうる症状等がある

◇頻繁に起こりうる症状の場合は、プランに位置付けておく必要があります

急な体調不良で

あるもの

定期受診以外（※１）で本人が行く必要がある

◇代理による手続きや郵送等の方法がないか問い合わせて確認してください

◇確認した内容は記録してください

本人が意思

決定できる

主治医の指示により必要性が生じた（※家族の同意あるもの）

◇他科受診、装具の調整等

◇受けた指示の内容は詳細に記録してください


